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明治4 3年(19 10年)原野および牧野施業の研究のため当試験地が設 

定されてから,早くも6 0年をかぞえた〇艺の間に第一・次世界大戦,第二次 

世界大戦がぼつ発し,日本においても社会の激動・進歩•発展と著しく麥革を  

み,産業構造も大きな麥ぼうをなしとげた。当試験地における研究もそれぞれ 

の時代の社会の要請に対応し,その重点が原野施業,牧野施業,混農林施業, 

混牧林施業をどいろいろと移り変ってきた。今や,畜産は農山村における重 

要産業として政府が大き左柱としてたて,とくに今後の山村振興策としては 

林業と畜産が相並んで取りあげられており,混牧林業が大きくクローズアッ 

ブされ,これらに関する研究がますます重みを加えつつある。このような背 

景のもとに,ここに日本におけるこれらの研究の先駆者の役割を果したこの 

試験地における6 〇年の研究のあゆみを顧みることほ,大きな意義がある 

ことと思われたので,関係者の锡力のもとに6 0年のあゆみを簡約し,紹介 

することにした。
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